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1 は じ め に

あきたこまちは良質,良食味品種として歓迎される一方 ,

多収を目的とした場合の栽培面から見ると一穂着粒数が少

なく,稗質が不十分で倒伏抵抗性が必ずしも強くない等の

弱点を持っているも水稲の場合は幼穂形成期の栄養状態が

籾数に影響を及ぼし,それが玄米収量を左右する一要因と

なる。あきたこまちの場合は,一穂籾数の不足と幼穂形成

期に草丈が伸長しやすいことから,栽培上特にこのころの

生育診断が大切になる。

2試 験 方 法

昭和60年～62年までの 3か年に行ったあきたこまちの栽

培試験のデータを解析に用いた。各試験年次の施肥設計は

次のとおりである。昭和60年は基肥量 6, 8″ /10`に 幼
穂形成期追肥の有無。61年は基肥量 0,4,6,8″/10α 及
び基肥量 7″ /10α に出穂前45日 , 穂首分化期 , 幼穂
形成期追肥の組合せ。62年は61年と同処理と更に基肥量 4,

6″ /10aに活着期追肥を組み合わせた区である。

3試 験 結 果

に, 生育診断指数による倒伏予測

倒伏診断の一方法として幼穂形成期の車丈を検討した。

図 1に示したように草丈56"か ら倒伏がみられ倒伏程度

3(倒伏による登熟歩合および収量への影響を考慮し倒伏
程度 3を限界とした。ただし倒伏程度は 0～ 5の 6段階 )

以上になるのは58∝からで,60伽以上になるとその危険性

が大きくなり,幼穂形成期の草丈が倒伏の目安になる。

以上のように倒状については幼穂形成期の草丈によりか

なり説明できるものの,倒伏の原因としては車丈だけで決

定されるとは考えられにくい。すなわち,草丈力ゞ長くとも

棉が太く稗質の優る場合は倒伏しにくいと思われる。また ,

草丈がそれはど長くなくても葉色が濃く稲体の窒素濃度が

高いと,その後の草丈の伸長が大きく軟弱となり倒伏しや

すくなると思われる。このことから,草丈の他に稗質,太さ

を左右すると思われる茎数と,稲体窒素濃度の 3要因から

幼穂形成期の生育診断指数 (草丈×″当たり茎数 x葉緑素

計値 )と して検討した。稲体窒素濃度は図 2に示すように
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図2 幼穂形成期の茎葉窒素濃度
と葉緑素計値との関係
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国3 幼穂形成期の生育診断指数
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図4 稗長と倒伏程度

図5 節間長と倒状程度
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図8 幼穂形成期の生育診断指数
と窒素吸収量の関係

M社の葉緑素計値との相関が高く利用可能と思われたので ,
その測定値で読み替えした。生育診断指数は生育量を示す

ことになり,多収を期待するにはその数値の大きいことが

必要であるが,図 3に示すようにこの数値が大きくなるほ

ど倒伏程度が大きくなる。前に示したように倒伏程度 3を

限界とすれば,生育診断指数は20× 105以下が望ましい。
その時の車丈約58m,茎数700本 /″ ,葉緑素計値43と 見
らオ■る。

成熟期の稗長と倒伏の間にも明確な関係が認められ,稗
長80cllま では倒伏が少なく,83m以 上で大きくなる (図
4)。

下位節間長と倒伏の関係を図 4,5に示した。あきたこ

まちの場合は第 4節間からの倒伏が多く観察され,節間長

10m以上で倒伏程度が大きく,第 3+4節間長では28m以
上で大きくなる。

9)生育診断指数からの籾数,窒素吸収量の予測
″当たり総籾数と玄米重は正の相関がみられ,あ きたこ

まちの安定多収基準とみられる660″ /10α を得るには38

万粒程度の籾数が必要である (図 6)。 一方,幼穂形成期

の生育診断指数と″当たり総籾数及び窒素吸収量との間に

も高い正の相関がみられる(図 7, 8)。 幼穂形成期にお

ける生育診断指数と倒伏の関係から18～ 20× 105を限界値

として考えると, その場のイ当たり総籾数は約 38万

粒 ,窒素吸収量は約72～ 794/10α となり,こ れが玄

米重660″ /10α レベルの生育指数値になる。
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図7 幼穂形成期の生育診断指数
と″当たり総籾数の関係

あきたこまちにおける幼穂形成期の生育診断法として ,

草丈 X茎数×葉緑素計値一生育診断指数による倒伏程度の

予測が可能であり,その値は18～ 20× 105以 下が望ましい。

また,幼穂形成期の生育診断指数から籾数及び窒素吸収量

の予測も可能と思われた。
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